
高品質なブドウ生産へ情報共有

4年ぶりに開催された厚木市緑のまつり

ヒマワリが一面に広がるフラワーパーク下依知

全 5議案が承認された第 60回通常総代会

7月から出荷が始まるマスクメロン

田植えのシーズンに合わせて講習会を開催

夢ある未来へ 人とともに、街とともに、大地とともに…
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自
然
豊
か
な
地
で

風
情
を
育
み

村
の
茶
業
を
守
る

清川村煤ヶ谷で盆栽と茶を
栽培。茶葉の加工作業や茶園
の作業受託にも力を注いで
います。

清川村煤ヶ谷

山
や ま ぐ ち

口　進
すすむ

さん（69）

清
川
茶
生
産
の
第
一
人
者

高
校
卒
業
後
、Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
に
就
職
し

た
山
口
さ
ん
。茶
農
家
に
生
ま
れ
、作
業

の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、茶
園
の
営

農
指
導
や
荒
茶
工
場「
チ
ャ
ピ
ュ
ア
清

川
」
の
管
理
業
務
を
任
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
を
退
職
し
た
今
で
も
、「
チ
ャ

ピ
ュ
ア
清
川
」や
茶
園
の
作
業
を
受
託
す

る「
チ
ャ
ピ
ュ
ア
清
川
支
援
部
」の
一
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
チ
ャ
ピ
ュ
ア
清
川
」で
は
、生
産
者
の

収
穫
し
た
茶
を
、蒸
し
機
や
荒
揉
み
機
な

ど
の
工
程
を
経
て
、最
終
的
な
加
工
を
行

う
前
の「
荒
茶
」ま
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

品
質
へ
の
影
響
が
大
き
い
蒸
し
作
業
は

山
口
さ
ん
が
担
当
。長
年
の
経
験
を
生
か

し
、茶
の
色
や
香
り
か
ら
蒸
気
圧
と
蒸
し

時
間
を
調
整
し
な
が
ら
、良
質
な
茶
に
加

工
し
ま
す
。

加
工
し
た「
荒
茶
」は
、県
農
協
茶
業
セ

ン
タ
ー
に
出
荷
し「
足
柄
茶
」と
し
て
流

通
す
る
ほ
か
、一
部
は「
チ
ャ
ピ
ュ
ア
清

川
」で
火
入
れ
や
選
別
ま
で
行
い
、「
清
川

茶
」と
し
て
、道
の
駅「
清
川
」な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

盆
栽
の
管
理
に
も
精
力
を
注
ぐ

山
口
さ
ん
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
長

年
力
を
注
い
で
い
る
の
が
盆
栽
作
り
で

す
。
特
に
気
を
使
っ
て
い
る
作
業
は
水
や

り
で
、
毎
日
樹
勢
や
葉
の
様
子
を
見
な
が

ら
、
木
の
種
類
に
合
っ
た
量
の
か
ん
水
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
松
や
サ
ツ
キ
、

モ
ミ
ジ
な
ど
、
約
３
５
０
鉢
を
管
理
し
、

自
宅
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

山
口
さ
ん
は
、「
茶
と
盆
栽
は
後
継
者

不
足
な
ど
か
ら
担
い
手
が
減
少
し
て
い

る
。
地
域
の
景
観
や
根
付
い
た
文
化
を
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
技
術
や
知
識
を

伝
え
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

JA あつぎ
マスコットキャラクター
ゆめみちゃん

土 ともに

土とともに

と
農業で地域を支える生産者を紹介

農業で地域を支える
生産者を紹介

土土土 とともに
農業で地域を支える生産者を紹介

https://www.ja-atsugi.or.jp/
JAあつぎ 検 索

▲JAあつぎ公式
「ゆめみちゃんねる」

▲農産物直売所
「夢未市」

▲ＪＡあつぎ公式

▲農産物直売所
「夢未市」
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令
和
４
年
度
は
、資
源
価
格
の
高
騰
や
急

激
な
物
価
上
昇
な
ど
、経
済
状
況
へ
の
不
安

が
高
ま
る
１
年
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
職
員
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、概
ね
計
画
に
沿
っ
た
事

業
活
動
実
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、「
第
15
次
協
同
活

動
強
化
運
動
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
３
か
年
プ
ラ
ン
」

の
最
終
年
度
と
し
て
、総
合
事
業
の
機
能
発

揮
、人
材
育
成
、内
部
統
制
の
実
効
性
確
保
、

総
合
的
な
リ
ス
ク
管
理
体
制
と
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
に
よ
る
堅
実
な
経

営
体
制
の
も
と
、組
合
員
の
期
待
に
応
え
る

活
動
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。さ

て
、コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
を
き
っ
か
け
と
し
た
急

激
な
情
勢
の
変
化
は
、暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。特
に
農

業
生
産
面
で
は
、原
材
料
価
格
の
上
昇
と
急

激
な
円
安
を
背
景
と
し
た
農
業
生
産
資
材

の
価
格
高
騰
、食
料
安
全
保
障
問
題
の
深
刻

化
な
ど
、か
つ
て
な
い
困
難
に
直
面
し
て
い

ま
す
。ま
た
、農
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど
、将
来
の
地
域
農

業
に
と
っ
て
懸
念
材
料
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
組
合
員
の
農
業
生
産

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、Ｊ
Ａ
と
し
て
組
合

員
と
の
対
話
を
通
じ
て
策
定
し
た
自
己
改

革
工
程
表
の
着
実
な
実
行
お
よ
び
進
捗
管

理
を
行
う「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
」の

構
築
と
、「
早
期
警
戒
制
度
」へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、引
き

続
き
不
断
の
自
己
改
革
を
支
え
る
た
め
、持

続
可
能
な
組
織
・
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、「
農
業
を
軸
と
す
る
地

域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」と
し
て
、組
合

員
と
の
対
話
を
重
視
し
、組
合
員
の
声
を
組

合
運
営
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。地
域
農

業
が
か
つ
て
な
い
困
難
に
直
面
し
て
い
る

今
、組
合
員
の
農
業
生
産
を
支
え
、地
域
農

業
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、支
所
店
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る

事
業
活
動
の
展
開
や
、総
合
事
業
の
機
能
発

揮
な
ど
、Ｊ
Ａ
と
し
て
の
役
割
を
誠
実
に
果

た
す
こ
と
で
、組
合
員
満
足
度
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
が
組
合
員
や
地
域
社
会
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て

と
も
に
歩
み
続
け
る
た
め
に
、持
続
可
能
な

組
織
・
事
業
・
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

で
、組
合
理
念
の
実
現
に
結
び
付
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
組
合
運
動
に
ご
参

加
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

を
支
え
、地
域
農
業
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
年
に
わ
た
り
、人
と
人
と
の
触
れ
合
い

が
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、今
後
は
組
合
員
・

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
協
同

活
動
を
再
開
し
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、支

所
店
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
事
業
活
動

の
展
開
や
、総
合
事
業
の
機
能
発
揮
な
ど
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
の
役
割
を
誠
実
に
果
た
す
こ

と
で
、組
合
員
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、現
在
近
隣
６
Ｊ
Ａ
と
合
併
に
つ
い

て
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

「
合
併
推
進
協
議
会
」に
議
論
の
場
を
移
す

予
定
で
す
。新
た
な
Ｊ
Ａ
が
、組
合
員
は
も

ち
ろ
ん
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
と
な
る
よ
う
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
令
和
５
年
度
に

設
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。長
い
歴
史
の
中

で
組
合
員
の
農
業
生
産
を
支
え
、地
域
農
業

を
振
興
す
る
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
が

で
き
た
の
は
、ひ
と
え
に
組
合
員
・
地
域
住

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。今
後
も
Ｊ
Ａ
あ

つ
ぎ
が
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
し
て
と
も
に
歩
み
続
け
る
た
め

に
、一
層
の
組
織
・
事
業
・
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
、組
合
理
念
の
実
現
に
結
び
付
け

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
の
先

行
き
は
、世
界
情
勢
の
激
変
に
伴
う
資
源
価

格
の
高
騰
や
、不
安
定
な
為
替
相
場
を
背
景

と
し
た
急
激
な
物
価
上
昇
、コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
済
活
動
の
停
滞
、日
銀
に
よ
る
大
規
模
金

融
緩
和
に
伴
う
経
営
へ
の
影
響
な
ど
、依
然

と
し
て
不
透
明
な
状
況
で
す
。

農
業
・
農
政
面
で
は
、飼
料
・
肥
料
・
重
油

な
ど
農
業
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
、コ
ロ
ナ

禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
契
機
と
し
た
食

料
安
全
保
障
問
題
の
深
刻
化
の
ほ
か
、少
子

高
齢
化
に
よ
る
農
業
人
口
の
減
少
な
ら
び

に
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の
増
加
、大
規

模
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
、地
域
農
業
を
脅

か
す
不
安
要
素
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

可決承認の様子

あいさつを行う大貫組合長

第60回通常総代会が5月27日、厚木市文化会館で開催されました。
本人出席222人、議決権行使245人、合わせて467人の総代が出席。荻野地区

の松本光明氏と睦合地区の野島一夫氏を議長に、令和4年度事業報告や令和5年
度事業計画の設定など全5議案が審議され、全ての議案が可決承認されました。

第
60
回
通
常
総
代
会 

全
５
議
案
承
認

設
立
60
周
年 

組
合
理
念
の
実
現
へ
邁
進

令
和
5
年
度
事
業
計
画

（
基
本
方
針
）

大
貫
盛
雄
組
合
長

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

食と農を通じて、人々の生活に寄り添うことで、組合員とともに、
魅力ある地域づくりをすすめ、豊かなくらしと農業に貢献します。

①農家所得の向上と持続可能な地域農業の実現

③支所店力の強化と総合事業の機能発揮による
　組合員満足度の向上　　　

②教育文化活動の展開による組織基盤の強化と
　地域の活性化
④コンプライアンス態勢の充実と事業の効率化に
　よる経営基盤の強化

～ビジョン（目指す姿）～

第16次協同活動強化運動JAあつぎ3か年プラン

基本目標

特集

第1号議案　令和4年度事業報告および剰余金処分案の承認について
第2号議案　定款の一部変更について
第3号議案　地域農業振興支援基金積立規程の一部変更について
第4号議案　第16次協同活動強化運動JAあつぎ3か年プランおよび
　　　　　  令和5年度事業計画の設定について
第5号議案　役員報酬について

審議された5議案
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Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、平
成
27
年
よ
り
、組
合
員

と
の
徹
底
し
た
対
話
に
基
づ
い
て
、「
農
家
所

得
の
向
上
」「
総
合
事
業
の
機
能
発
揮
」「
組

合
員
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
」
を
基
本

目
標
と
す
る
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
自

己
改
革
と
し
て
、経
営
の
安
定
と
生
産
力
向

上
に
向
け
た
指
導
内
容
の
充
実
と
出
向
く
体

制
を
確
立
し
た
ほ
か
、直
売
所
・
移
動
販
売

車
・
買
取
販
売
に
よ
る
販
売
強
化
、新
規
就

農
者
を
は
じ
め
と
し
た
担
い
手
育
成
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
組
合
員
と
の
対
話

に
基
づ
く
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
を
開
始
し
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向

け
て
、
Ｊ
Ａ
買
取
米
数
量
拡
大
を
通
じ
た
売

上
増
加
や
銘
柄
集
約
肥
料
の
取
扱
拡
大
を
通

じ
た
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
Ｊ
Ａ
買
取
米
数
量
拡
大
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
目
標
の
1
9
0
0
0
袋
を

超
え
る
2
1
1
5
9
袋
の
実
績
と
な
り
、
買

取
価
格
と
出
荷
契
約
米
概
算
金
と
の
差
額
で

あ
る
１
袋
当
た
り
９
７
２
円
の
売
上
増
加
効

果
を
生
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
、
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
自

己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可
能
な
経
営

【
自
己
改
革
実
践
の
具
体
的
方
針
】

①�

訪
問
活
動
や
座
談
会
を
通
じ
た「
組
合
員

と
の
対
話
」を
原
点
と
し
て
、ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
ま
す
。

②�「
農
業
者
の
所
得
増
大
・
販
路
拡
大
」に
つ

な
が
る
農
業
者
目
線
で
必
要
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
、目
標
お
よ
び
実
践
具
体
策

の
策
定
な
ど
と
併
わ
せ
て
実
践
し
、改
革

の
目
的
で
あ
る「
所
得
増
大
」を
実
現
す

る
ほ
か
、「
地
域
の
活
性
化
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
買
取
米
数
量
拡
大
を
通
じ
た
売
上
増
加

●
良
質
米
生
産
に
向
け
た
水
稲
苗
の
健
苗
供
給

●�

良
質
米
生
産
に
向
け
た
各
種
水
稲
講
習
会

の
開
催

●
買
取
販
売
の
拡
大
を
通
じ
た
売
上
増
加

●
地
場
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大

●
土
壌
診
断
を
も
と
に
し
た
コ
ス
ト
削
減

●
農
作
業
受
委
託
に
よ
る
農
地
利
用
促
進

●
６
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上

●
鳥
獣
被
害
の
被
害
軽
減
対
策

●
共
計
取
扱
数
量
拡
大
を
通
じ
た
コ
ス
ト
低
減

●
担
い
手・新
規
就
農
者
の
育
成

●�

販
路
・
農
地
利
用
拡
大
等
の
農
業
経
営
支

援
の
充
実

●�

農
業
機
械
レ
ン
タ
ル
事
業
に
よ
る
担
い
手

支
援

●
支
所
店
を
拠
点
と
し
た
協
同
活
動
の
充
実

●
移
動
販
売
車
に
よ
る
買
い
物
支
援

●
食
農
教
育
事
業
の
実
践

③�

改
革
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
対
話

等
を
通
じ
て
評
価
を
把
握
し
、次
の
改
革

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
、不
断
の
自
己
改
革
を
着
実
に
実

践
し
ま
す
。

基
盤
の
確
立
・
強
化
と
と
も
に
、
組
合
員
と

の
徹
底
し
た
対
話
を
通
じ
、
総
合
事
業
を
基

本
と
し
た「
不
断
の
自
己
改
革
」に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
、
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
自
己
改
革

に
対
す
る
組
合
員
の
評
価
把
握
の
た
め
、
組

合
員
訪
問
を
通
じ
た
聴
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
取
り
組
み
に
対
す
る

一
定
の
評
価
と
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
へ
の

期
待
の
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

代表して表彰を受ける南毛利地区の江藤さん

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
自
己
改
革
の

実
践

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
自
己
改
革
の

実
践
計
画
（
抜
粋
）

自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
組
合
員
の
評
価

永
年
に
わ
た
り
、
生
産
組
合
の

組
織
活
動
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

た
功
績
を
称
え
、
45
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

【
依
知
地
区
】

大
塚　

勝
弘
・
河
輪　

正
己

齊
藤　
　

豊

【
荻
野
地
区
】　

井
上　
　

隆
・
山
田　

泰
弘

田
口　

宗
平
・
曽
根　

茂
光

【
睦
合
地
区
】

吉
村
　
和
博
・
沼
田
　
　
茂

内
田
　
義
一
・
葉
山
　
俊
章

城
所
　
春
彦
・
飛
川
　
吉
郎

小
宮
　
一
美
・
山
口
　
定
慧

【
小
鮎
地
区
】

中
村　
　

優
・
井
上　

孝
之

森　
　

厚
子
・
小
島　

正
實

岩
﨑　

希
一
・
川
田　

光
男

山
本　

茂
晴
・
山
本　

甚
一

川
瀨　

富
枝
・
外
山　

敏
晴

本
杉　

貴
生

【
玉
川
地
区
】　

半
谷　

長
明
・
後
藤　
　

均

三
橋　
　

功
・
三
橋　

英
雄

三
橋　

弘
和
・
角
田　

正
己

中
村　

俊
巳
・
落
合
謙
多
郎

【
南
毛
利
地
区
】

溝
呂
木
武
志
・
落
合　
　

清

江
藤　

敏
男
・
飯
原　

芳
美

椎
名　

富
二

【
相
川
地
区
】

井
上　

敏
通

【
清
川
地
区
】　

山
田　
　

勝
・
山
田
美
智
夫

石
川　

安
夫
・
朝
倉　

康
文

山
田　

愼
一

自己改革実践サイクル

自己改革の認知度 自己改革への評価

計画 実行

改善 評価

PDCA
サイクル

Pla

n　
　　　　　Do　

　
　
　
　

 Act　　　　 C
he

ck

評価を踏まえ、計画に反映・方針
を修正

改革の実績などを方針
と比較・分析、組合員に
丁寧に説明

方針などに基づき、
改革を実行

各JAで
①自己改革の具体的方針
②中長期の収支見通し
③准組合員の意思反映と
　事業利用の方針
を総代会で決定

調査対象：正組合員
　　　　  准組合員（生産組合加入）

調査人数：821人
調査方法：個別訪問による聴き取り

知らない
34.3％

聞いたことは
あるが詳しくは
知らない
29.0％

知っている
36.7％

わからない
27.5％

評価できない
1.6％

評価できるが
もっと強化
してほしい

28.3％

評価できる

42.6％

自己改革実践サイクル

自己改革の認知度 自己改革への評価

計画 実行

改善 評価

PDCA
サイクル

Pla

n　
　　　　　Do　

　
　
　
　

 Act　　　　 C
he

ck

評価を踏まえ、計画に反映・方針
を修正

改革の実績などを方針
と比較・分析、組合員に
丁寧に説明

方針などに基づき、
改革を実行

各JAで
①自己改革の具体的方針
②中長期の収支見通し
③准組合員の意思反映と
　事業利用の方針
を総代会で決定

調査対象：正組合員
　　　　  准組合員（生産組合加入）

調査人数：821人
調査方法：個別訪問による聴き取り

知らない
34.3％

聞いたことは
あるが詳しくは
知らない
29.0％

知っている
36.7％

わからない
27.5％

評価できない
1.6％

評価できるが
もっと強化
してほしい

28.3％

評価できる

42.6％

項　目
令和5年度 令和6年度 令和7年度

目　標 目　標 目　標
買取数量 19,000袋 19,000袋 19,000袋

●JA買取米数量拡大を通じた売上増加
　対象者：米生産農家　　想定売上増加効果：1袋当たり972円

（注） 想定売上増加効果は、はるみ1等米の買取価格に基づき計算しています。

●共計取扱数量拡大を通じたコスト低減
　対象者：必要とする全ての生産者
　想定コスト削減効果：肥料1袋当たり185円　農薬1個当たり311円

項　目
令和5年度 令和6年度 令和7年度

目　標 目　標 目　標
肥料予約注文数量 28,650袋 28,700袋 29,000袋
農薬予約注文数量 12,900個 13,000個 13,100個

（注） 想定売上増加効果は、令和4年度の主要買取品目における買取価格と市場価格との差額に基づき計算しています。

●買取販売の拡大を通じた売上増加
　対象者：必要とする全ての生産者　　想定売上増加効果：1点当たり29.3円

項　目
令和5年度 令和6年度 令和7年度

目　標 目　標 目　標
買取数量 187,200点 187,200点 187,200点

農業者の所得増大に向けた数値目標

生
産
組
合
長
功
労
者
表
彰

（
順
不
同・敬
称
略
）

自己改革実践サイクル
「自己改革実践サイクル」と

は、JAが①自己改革実践の具
体的方針を総代会で決定し、②
将来の収支シミュレーション
を用いた経営基盤強化に取り
組み、③准組合員の意思反映
と事業利用の方針をJA自ら
が判断する、これら3つの方針
を計画・実行し、組合員の評価
や意向を踏まえ方針を修正し
て事業計画などに反映させる
PDCAサイクルを指します。
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■  

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

（
仮
称
）関
係

Q
　
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
営
業
開
始
は
、
い
つ
を
予
定
し
て

い
ま
す
か
。

A
　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
令
和
６
年

５
月
中
旬
に
営
業
開
始
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
は
令
和
６
年
９
月
か
ら
の
稼

働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
一
日
当
た
り

ど
の
く
ら
い
の
も
み
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

A　
大
型
の
乾
燥
機
を
３
台
設
置
す
る

予
定
で
、
一
日
当
た
り
約
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
分
に
対
応
可
能
で
す
。
将
来
、
利
用

量
が
増
え
た
場
合
に
は
、
一
日
当
た
り

約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
増
設
す
る
予
定
で
す
。

Q　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
方
法

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
い

た
だ
く
方
法
と
、
玉
川
支
所
ま
た
は
相

川
支
所
の
コ
ン
テ
ナ
に
搬
入
い
た
だ

く
方
法
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
支
所
の

コ
ン
テ
ナ
を
利
用
す
る
際
は
、
Ｊ
Ａ
が

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
し
ま
す
が
、

利
用
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

Q　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
収
穫
し
た
も

み
を
持
ち
込
み
、
乾
燥
・
調
整
を
依
頼

し
た
場
合
、
他
の
生
産
者
の
米
と
一
緒

に
な
っ
た
状
態
で
手
元
に
戻
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

A　
機
械
の
作
業
効
率
を
考
慮
し
、
他

の
出
荷
者
の
も
み
と
一
緒
に
乾
燥
作

業
な
ど
を
行
う
た
め
、
合
米
と
し
て
お

渡
し
し
ま
す
。
な
お
、生
産
者
が
乾
燥
・

調
整
を
行
な
っ
て
玄
米
と
し
て
出
荷

す
る
場
合
は
、
従
前
通
り
支
所
で
米
集

荷
を
行
い
ま
す
。

Q　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
も
み
を
搬
入

す
る
際
、
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
受
け

入
れ
が
可
能
で
す
か
。

A　
も
み
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
受

け
入
れ
い
た
し
ま
す
。

Q　
建
設
地
周
辺
の
水
利
の
付
け
替
え

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

A　
現
状
の
水
利
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
の
で
、
水
利
の
付
け
替
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
辺
の
水
路
に

は
影
響
の
な
い
よ
う
に
建
設
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■  

営
農
指
導
・
販
売
関
係　

Q
　
サ
ル
の
被
害
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど

の
獣
害
が
あ
り
ま
す
。

A　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
捕
獲
器
の

貸
し
出
し
や
被
害
状
況
の
現
地
調
査

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
電
気
柵

設
置
に
対
し
て
、
行
政
や
J
A
の
補

助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
生
産
組
合

の
回
覧
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
被
害

調
査
票
は
、
行
政
が
被
害
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
の
資
料
で
あ
り
、
予

算
な
ど
を
確
保
す
る
際
の
重
要
な
根

拠
と
な
り
ま
す
。
小
さ
な
被
害
で
も

調
査
票
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Q
　
有
害
雑
草
で
あ
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ

ゲ
イ
ト
ウ
は
ど
の
よ
う
に
増
え
る
の

で
す
か
。
ま
た
、
効
果
的
な
対
策
は

あ
り
ま
す
か
。

A　
茎
や
根
か
ら
再
生
す
る
こ
と
が
で

き
、
小
さ
な
断
片
で
も
繁
殖
す
る
力

を
持
ち
ま
す
。
草
刈
り
や
耕
運
を
行

う
と
拡
散
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
、
効
果
的
な
対
策
と
し
て
は
一
般

的
な
除
草
剤
や
水
稲
用
除
草
剤
の
散

布
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
支

所
経
済
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
県
や
市
と
協
力
し
、
今

年
も
発
生
状
況
調
査
を
行
う
予
定
で

営農座談会

組
合
員
の
声
を

Ｊ
Ａ
運
営
へ

&

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
取
し
、地
域
農
業
の
振
興
や
環
境・文
化・福
祉
へ
の

貢
献
を
通
じ
て
、豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、「
営
農
座
談
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。4
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
今
回
の
座
談
会
は
、3
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
管

内
39
会
場
で
開
催
し
、4
7
3
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
主
な
質
疑
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

JA Station　JAステーション

す
の
で
、
疑
わ
し
い
草
を
発
見
し
た

際
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q
　
夢
未
市
や
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

若
い
出
荷
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
若
手
農
業
者
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
や
、
新
規
就
農
者
の
さ
ら

な
る
増
加
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

A　
今
後
も
、
厚
木
市
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
農
家
後
継
者

や
新
規
就
農
者
を
対
象
と
し
た
就
農

相
談
・
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
　
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
キ
ヌ
ヒ
カ

リ
の
苗
を
取
り
扱
わ
な
く
な
る
と
聞

き
ま
し
た
。

A　
県
内
で
は
、
平
成
27
年
に
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
に
代
わ
る
高
温
耐
性
品
種
と
し

て
は
る
み
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
切

り
替
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。
水
稲
育

苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
キ
ヌ
ヒ
カ
リ

苗
の
供
給
割
合
が
、
近
年
10
％
以
下

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
や
、
作
業
効

率
な
ど
を
考
慮
し
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
苗

の
供
給
は
、
令
和
５
年
で
終
了
し
ま

す
。
な
お
、
種
子
の
取
り
扱
い
は
継

続
い
た
し
ま
す
の
で
、
生
産
組
合
の

回
覧
や
支
所
経
済
課
を
通
じ
て
ご
注

文
く
だ
さ
い
。

■  

夢
未
市
・
グ
リ
ー
ン

　

 

セ
ン
タ
ー
関
係　

Q
　
最
近
、夢
未
市
の
近
く
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

が
、夢
未
市
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

A　

現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
な
影
響
は

出
て
お
ら
ず
、
夢
未
市
は
直
売
所
と

し
て
差
別
化
が
で
き
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
当
該
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
夢
未
市
か
ら
地
場
農
産
物

を
供
給
し
て
お
り
、
農
産
物
の
消
費

拡
大
や
地
産
地
消
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

Q
　
い
つ
も
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
米

を
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
１
等
米
だ
け
を
使
用

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A　
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
１
等
米
と
２
等
米
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
店
内
に
精
米
機

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
玄
米
を

購
入
の
際
は
、
精
米
し
た
て
の
も
の
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

■  

購
買
関
係

Q
　
国
の
肥
料
高
騰
対
策
支
援
の
補
助

金
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
で
取
り
ま
と
め

て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
ま
す
。
申
請

書
類
は
、
も
っ
と
簡
素
化
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

A　
国
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
書
式
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
簡
素
化
は
困

難
と
考
え
ま
す
が
、
引
き
続
き
書
類
の

確
認
な
ど
は
支
所
経
済
課
で
対
応
し

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■  

地
域
農
業
振
興
計
画

Q
　
地
域
農
業
振
興
計
画
に
、「
S
D
G

ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
」と
あ
り
ま
す
が
、
J
A
あ

つ
ぎ
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
で
は
、
農
作
業
受
委

託
事
業
や
農
業
機
械
レ
ン
タ
ル
事
業

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
担
い

手
・
新
規
就
農
者
支
援
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q
　
地
域
農
業
振
興
計
画
の
重
点
実
施

事
項
に
、「
環
境
負
荷
軽
減
の
推
進
」

と
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
組
織
な
ど

が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
協
同
活
動
推
進
委
員
会
が
地
域
住

民
を
対
象
に
行
う
農
業
体
験
に
お
い

て
、
土
壌
中
の
微
生
物
に
よ
っ
て
水

と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
さ
れ
る
生
分

解
性
マ
ル
チ
を
使
用
す
る
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
農
業
の
理
解
促
進
を

進
め
て
い
ま
す
。
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田植えの実演講習（依知地区）

代かきの実演講習（相川地区）

地場産花きで彩られた華やかな花壇

フラダンスを披露する次世代部員

健康体操を披露する女性部員

グリーンニュース

JAあつぎホームページでも
最新トピックスを紹介しています。

https://www.ja-atsugi .or. jp/

厚木市は5月13日と14日の2日間、4年ぶりに「厚木市緑
のまつり」を開催しました。

第46回目となる今回のイベントテーマは「託された 緑のバ
トン 繋げよう」。会場中央には、同イベントのシンボルとなる
直径４mの花壇を設置。花壇に使われたペチュニアやマリー
ゴールド、ガザニアなど、約20種類の地場産花きは、同市
園芸協会鉢物部会が提供したもの。約2,000ポットの花きで

「花と緑豊かな地域交流の輪」が表現されました。
会場内では、花苗・野菜苗・植木が販売されたほか、ス

テージでは、各種団体によるダンスや楽器演奏などが行わ
れ、JAあつぎ女性部・次世代部も踊りを披露しました。

減農薬で
環境保全を
上愛甲梨組合

上愛甲梨組合は、環境保全型農業を
実践し、都市化が進む地域との共存を
図っています。5月26日には、減農薬
に効果のある害虫交信かく乱剤を約 1.8
ヘクタールの圃場に設置しました。

同組合の庄司隆行組合長は「設置に
よって、農薬の散布回数が減少する効
果が生まれている。環境保全型農業を
アピールしながら、消費者においしく、
安全・安心な梨を届けていきたい」と話
しました。

ブランドメロン生育順調
JAあつぎメロン部会

JAあつぎメロン部会が生産するマスクメロンが、今年も順
調な生育を見せています。5月10日には、巡回検討会を開
催し、天候・栽培環境などの条件を踏まえた注意点につい
て情報共有を図りました。

厚木産マスクメロンは、種が少なく、肉厚で柔らかな果肉
が特徴です。平均糖度は14 度から15 度で、１本の木に１玉
を丹精込めて栽培。贈答品としても人気を集めています。

和田定通部会長は「毎年変化する環境に対応しながら、
生産に励んでいる。今後も部会員が一丸となり、良質なメロ
ンを多くの人に届けていきたい」と話しました。

栽培技術向上へ情報共有
厚木市園芸協会果樹部会ぶどう委員会

厚木市園芸協会果樹部会ぶどう委員会は5月16日、栽培
技術を高め、品質の向上につなげようと、「大粒種開花前
管理講習会」を同市長沼のブドウ園で開きました。

当日は、県農業技術センター職員が講師を務め、果粒を
肥大させ、形の良い房を作るための摘粒方法を指導。適正
な房の段数や、果粒の残し方などのポイントを伝えました。

今年は温暖な気候が続き、例年より1 週間ほど早い開花
が予想されます。ひょう害もなく、生育は順調に推移。7月
から9月にかけてＪＡ農産物直売所「夢未市」などで販売さ
れる予定です。

害虫交信かく乱剤を設置する庄司組合長㊧

生育状況を確認する部会員とJA職員

本厚木駅北口広場で牛乳消費を呼び掛ける同部代表者

講師やJA職員と摘粒方法を確認する委員

牛乳の消費拡大へ呼び掛け
厚木市畜産会酪農部会「牛乳を飲ＭＯＷキャンペーン」

厚木市畜産会酪農部会は6月１日、牛乳の消費拡大を呼び掛け、地域酪農を
PRしようと、本厚木駅北口広場で「牛乳を飲ＭＯＷキャンペーン」を実施しました。
牛乳に注目が集まる機会を創出することで地域酪農の活性化につなげようと初め
て企画し、JAあつぎと厚木市も地域の酪農家を応援しようと協力しました。

当日は、農協牛乳400本をはじめ、牛乳の魅力を伝えるチラシやレシピ集などの
啓発物品を用意。同部会代表者や同ＪＡの大貫盛雄組合長、同市の山口貴裕市長
らが街頭に立ち、駅利用者らに配布を行いながら、消費拡大を呼び掛けました。

同部会の小野晴巳部会長は「直接消費者と顔を合わせる機会も少ないので、と
ても貴重な機会となった」と話しました。

花と緑の魅力を満喫
第46回厚木市緑のまつり

知識・技術の向上へ実演講習
水稲栽培実演講習会

JAあつぎは、良質・良食味米の生産振興を目的に、水稲
栽培講習会を開いています。近年では、農業機械の性能向
上や担い手の世代交代により知識・技術習得へのニーズが
高まっていることから、実演講習も実施。5月13日には依知
地区で「田植え講習会」、28日には相川地区で「代かき・田
植え講習会」を開き、合計64人が参加しました。

講習会では、農業機械メーカーの担当者が講師を務め、
トラクターに装着する「ハロー」や田植え機の特徴を紹介。
実演を交えながら、正しい作業の順序や機械を切り返す際
のテクニックなどを説明したほか、代かきから田植えまでの
一連の作業を１日で完了するためのコツを伝えました。
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筆遣いのコツを教わる部員 「ゆめみちゃん音頭」を踊る児童と部員

筆文字で気持ち伝えて
依知地区女性部「己書講習会」

玉川地区女性部の有志は5月21日、市立玉川小学校の運動会に参加し、
全校児童とともに「ゆめみちゃん音頭」を踊りました。同メンバーは、20 年
以上前から同校の児童が運動会で披露する踊りを指導しています。今回の
取り組みは、低学年の児童でも踊りやすい振り付けの同音頭を同校に紹介
したことから実現。歌詞に特産品などが盛り込まれている同音頭を踊るこ
とで、食と農の理解促進や地域への愛着を強めてもらうことを目的にしてい
ます。

同メンバーの久　光子さんは「児童が『ゆめみちゃん音頭』を通じ、地域
農業やＪＡへの理解を深めてくれたらうれしい」と話しました。

依知地区女性部は5月18日、書き方にと
らわれず絵のように文字を描く「己書（おのれ
しょ）」を学ぶ「己書講習会」を開きました。

当日は、「己書 はる道場」の太田和子さんと
「おーたし 己書道場」の太田雅文さんが講師
を務め、緩急をつけた筆の使い方や、文字の
崩し方を伝えました。部員は、太さや色が違う
筆ペンを使い分け、便りの相手に伝えたい言
葉を表現しました。

グリーンニュース

オリジナル音頭で地域愛を育む
玉川小学校運動会で「ゆめみちゃん音頭」を披露

挿し芽のポイントを学ぶ部員▶︎

講師㊨からポイントを学びながら作業する部員ら

山口市長（右から2番目）に「JAあつぎ青壮年部カレー」を贈呈

講師㊧から誘引の方法を学ぶ部員

南毛利地区女性部は5月18日、プランターを使わず手軽に始められる栽
培方法を学び、野菜を育てる楽しさや農業への理解を深めようと「肥料袋 de
野菜栽培講習会」を開きました。

当日は、南毛利支所の営農指導員が講師を務め、肥料袋を使ったミニトマ
トと葉ネギの栽培方法や管理のポイントなどを説明しました。

部員は、肥料袋に穴を開け、地場産のミニトマト苗の定植を実施。「少な
い資材で手軽に実践できるので、家庭菜園を始めたい人にもこの栽培方法
をおすすめしたい」と話しました。

野菜栽培手軽に楽しく
南毛利地区女性部「肥料袋de野菜栽培講習会」

青壮年部カレーを市長に贈呈
青壮年部「厚木市長表敬訪問」

青壮年部は5月29日、厚木市役所を訪れ、4月から販売を開始した「JA
あつぎ青壮年部カレー」を山口貴裕市長に贈呈しました。

当日は、作った経緯やコンセプト、食材・味について同部代表者が説明。
ゴボウを入れたことで、味や風味に深みが増し、アクセントになっているほ
か、ニンジンやジャガイモ、豚肉の食感もしっかり残し、食べ応えも意識し
ながら、幅広い年齢層に親しみを持ってもらえる味に仕上げたこだわりなど
を話しました。この他、農業資材の高騰をはじめ、地域農業における今後
の課題についても意見交換を行い、行政・JA・生産者が協力して取り組みを
進めていくことを確認しました。

彼岸用小菊を栽培
玉川地区女性部

　　　　「小菊作り講習会」

玉川地区女性部は5月11日、彼岸の時期
に自ら栽培した小菊を供えようと、「小菊作
り講習会」を開きました。

当日は、JAの営農技術顧問が講師を務め、
小菊の栽培工程や挿し
芽のポイント、管理方
法などを伝えました。

部員は、約280ポッ
トに土を入れて挿し芽
を実施。9月咲きと10
月咲きを用 意 し、生
育状況が変化しても、
彼岸の時期に小菊が
収穫できるよう工夫し
ました。この他、敬老
の日にプレゼントする
切り花の種まきも行い
ました。

管理方法について質問を投げ掛ける参加者 講師㊧から2枚ガラスの特徴を教わる参加者

JAあつぎは、空き巣対策や防犯の重要性を学び、危機意
識を高めてもらおうと、4月20日から5月19日にかけて、生
産組合・女性部を対象に「防犯対策講座」を開きました。

同講座では、株式会社あけぼの通商の須長貴秀さんが講
師を務め、実際に起きた事例などを交えながら空き巣対策の
ポイントを紹介。侵入経路として多く挙げられる窓ガラスに着
目し、鍵の形状やガラスの強度を工夫するなど、侵入に時間
がかかる構造を作ることが、有効な対策の一つであることを伝
えました。

参加者は「侵入の手口などを知り、危機感が高まった。学
んだことを家族と共有し、自宅に合った防犯対策を進めてい
きたい」と話しました。

小鮎支所は5月23日、自宅で野菜作りを楽しみ、食と農
のつながりに理解を深めてもらおうと、女性部・次世代部・地
域住民を対象に「家庭菜園講習会」を開きました。

当日は、同支所の営農指導員が講師を務め、共栄作物と
も呼ばれるコンパニオンプランツとして家庭でも育てやすい
ミニトマトとナス、バジルの栽培方法を教えました。作業後
は、追肥や誘引、かん水の方法など、今後の管理作業につ
いて確認したほか、栽培する野菜を利用したレシピも紹介
しました。

参加者は「彩り豊かな３種類の野菜を一つのプランターで
育てるのは初めて。夏の収穫に向け、学んだ作物ごとの管理
を進めていきたい」と話しました。

防犯学び安心な暮らしを
防犯対策講座

育てた野菜自宅で味わって
小鮎支所「家庭菜園講習会」

彩り豊かな地場産花きを楽しむ
清川地区女性部「花の寄せ植え講習会」

清川地区女性部は5月16日、地場産花きの魅力を学び、消費拡大につ
なげていこうと、「花の寄せ植え講習会」を開きました。

当日は、清川支所の職員が講師を務め、寄せ植えに使う花きの特徴や植
え付け方法などを説明。寄せ植えには、マリーゴールドやベゴニアなど、計
5 種類の花を使いました。

部員は、向きや配置のバランスによって変わる花の表情を楽しみながら、
彩り豊かな寄せ植えを完成させました。作業後は、追肥やかん水の方法な
ど、花を長く楽しむための管理について学びました。
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Let's trial

注目の新資材
「バイオスティミュラント」

近年、「バイオスティミュラント(BS剤)」と呼ばれる資材が注目を集めています。直訳すると「生物
刺激剤」となり、植物が元々持っている力を引き出し、環境ストレスに強くすることで、収量や品質、
貯蔵性を高める農業資材といわれています。今回はBS剤の特徴や分類をご紹介します。

●詳しくは、各地区の営農指導員または指導販売部 （担当：営農指導課）　☎ 221-2273まで、お気軽にお問い合わせください

BS剤は植物を刺激し、元々持っている力を引き出すことで、

温度・湿度・塩類濃度などの外的環境ストレスによる影響を緩

和するとともに、肥料成分の吸収力や利用効率を高める農業

資材です。

国内の代表的な使用例として、水稲の高温障害による乳白

粒の予防、大豆の湿害による生育不良対策に活用されていま

す。また、トマトやイチゴの光合成代謝量を向上させ、収量の増

加や糖度を高める施設農家も増加しています。

これからの活躍が期待されるBS剤ですが、栽培上の問題

を全て解決する万能薬ではありません。農薬・肥料・土壌改良

剤・育種といった既存の技術と上手に組み合わせて、作物の収

量増加や品質向上を図っていきましょう。

BS剤は、病害虫や雑草から作物を守る農薬や、植物に栄養

を供給し土壌に化学的変化をもたらす肥料、土壌に物理的改

善を与える土壌改良材のいずれにも該当しない製品です。

〈BS剤と従来の農業資材の比較〉

日本バイオスティミュラント協会が挙げている分類は以下の

通りです。

営 農通信

BS剤の種類

BS剤の特徴

Let's trial

トレビス
苗作りは十分なかん水を

赤キャベツに似ていますが、レタスの仲間で結球レタスを小ぶりにした形です。特有の苦みと鮮やかな
赤紫で、サラダに彩りを添えます。発芽と成長の適温は15～20度なので、夏と冬の生育は困難です。中
間地では、種まき適期は8月で、収穫期は11～12月です。

農業のお役   立ち情報
       をお   届け！

あぐり
スポット

家 庭菜園

図1　苗作り

図2　畑の準備

図3　マルチ張り

図4　植え付け

図5　収穫

営農技術顧問

齋
さい

藤
とう

　寧
やすし

私がご紹介します

代表的なBS剤

土壌の団粒化を促進する腐植酸を

含む資材です。一般的には、排水性・

保肥性を高める土壌改良剤として使

われるほか、苦土が含まれているた

め肥料的な性質も持っています。BS

剤としては、高温や塩類濃度への耐

性が高まるほか、根の活性化が期待

できます。

作物の高温耐性を高める揮発性資材です。「ヘキセ
ナール」と呼ばれる香り成分が植物の気孔を開き、水分
と熱を放出することで、高温
障害の回避に効果を発揮し
ます。また、二酸化炭素を多
く取り込めるようになるた
め、光合成能力の向上にも寄
与します。

アヅミン　20kg…4,622円（税込） すずみどりXL　10本入り…6,669円（税込）

BS剤 従来の農業資材

植物自体の働きを促し
生理状態を改善

植物が栄養を吸収する
力を高める

非生物ストレスを緩和する （農薬）生物的ストレスを
緩和する

（肥料）植物に栄養を
供給する

（土壌改良材）土壌に物理的・
生物的な変化をもたらす

１ 腐植質、有機酸資材
   （腐植酸、フルボ酸）

４ 微量ミネラル、ビタミン

２ 海藻および海藻抽出物、多糖類
５  微生物資材（菌根菌、酵母、

枯草菌、根粒菌など）

３ アミノ酸およびペプチド資材
６  その他（動植物由来機能性成

分、微生物活性化資材など）

「ヴェネチア」（トキタ種苗）、「イノセ

ント」（タキイ種苗）などがあります。

小型ポットかセルトレーに1 穴当たり

に4～5 粒ずつ種をまき、種まき後は新

聞紙をかけ、強い日差しを避けるように

します（図 1）。暑い時期で蒸散が盛んな

ため、たっぷりかん水します。本葉 2 枚

までに1 本になるように間引きます。本

葉 3～4 枚までしっかりした苗を作りま

す。育苗中は、日よけのトンネルやよしず

をかけて強い日差しを避けます。

畑 1 平方 m当たり苦土石灰 100gをま

き、土とよく混ぜておきます。次に、植

え付け1 週 間 前に、幅 90cm 程 度の栽

培床（ベッド）に、元肥として化成肥料

（NPK 各 成 分 10%）200g 程 度と堆 肥 2

～3kgを施します（図 2）。

栽 培 床を平らにし、水 分 保 持と雑

草を抑えるためマルチフィルムを張りま

す（ 図 3）。条 間 30cmで は3 条、条 間

40cmでは2 条とし、株間 30cmに植え

付けます（図 4）。 ※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

品種

苗作り

畑の準備

植え付け

 1 回目は植え付けの2～3 週間後、2

回目は球が巻き始めた頃に、それぞれ1

平方 m当たり30g 程度の化成肥料を施

し、株元に土を寄せておきます。マルチ

栽培では1 回目はマルチ穴に、2 回目は

栽培床の両側に施し、土を寄せておき

ます。

高温期にアブラムシなどが発生します

が、比較的病害虫は少ない野菜です。発

生の多いときはモスピラン顆粒水溶剤を

用います。

秋が深まり寒くなると、赤色が鮮やか

になってきます。頭部を押さえて球が固

く巻いてきたら、株元に包丁を入れて切

り取ります。再度、包丁を入れて下葉を

落として結球部を調製します（図 5）。

追肥

病害虫の防除

収穫

神奈川県農業技術センター等で野菜の研究と技術指導
に従事後、（一社）日本施設園芸協会で施設園芸及び加
工・業務用野菜の生産・流通振興に携わる。現在、園芸研
究家。

園芸研究家　成
なりまつ

松次
じ ろ う

郎 
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日時等は変更になる場合がありますので、詳細については、担当部署もしくは最寄りの支所店へお問い合わせください。

困りごとはJAへ

税務相談
所得税・相続税など税に関する相
談についてお受けしています。
会　場　JAあつぎ本所３階
　　　　「相談室303」
相談員　JAあつぎ契約税理士
日　程　7月5日（水）
※13時30分より（1人1時間3人まで）
　受付順
※ご予約は相談日3営業日前の12時
　まで
お問い合わせ　各支所店

くらしによりそう総合相談会法務相談
各種法律に関する相談についてお受けして
います。
会　場　JAあつぎ本所３階「相談室303」
相談員　高橋暁子顧問弁護士
日　程　7月5日（水）　7月20日（木）
　　　　8月4日（金）　8月17日（木）
※9時30分より（1人30分5人まで）受付順

お問い合わせ　各支所店または総合相談部
　　　　　　　（担当：総合相談課）
　　　　　　　☎259-7776

お役立ち情報を
お届け

税の
はなしNO.54

無 料 相 談 会 の お 知 ら せ

相続遺言・民事信託、資産形成、ローン、保障
見直し、葬儀、不動産活用などに関する相談
についてお受けしています。
会　場　JAあつぎ本所
相談員　JAあつぎ職員
日　程　7月29日（土）
※10時より（1人1時間5人まで）受付順
※各支所店でも開催しておりますので、
　詳しくはJAあつぎホームページを
　ご確認ください
お問い合わせ　総合相談部
（担当：総合相談課・推進課） ☎259-7776

▲詳しくは
こちら

　

ゆめみちゃんボックス
3,000円（税込）
ご注文受付中！

新鮮な農産物の詰め合わせを
ご自宅までお届け♪

ご注文は指導販売部
（担当：総合販売課）
☎221-2273

夢未市宅配サービス

※ご注文の詳細については、JAあつぎ
ホームページをご覧ください

8月17日（木） 
グリーンセンター講習会のご案内

秋冬野菜の
栽培管理

種まき・定植から管理方法まで

開催場所：グリーンセンター
開催時間：①10時～11時
　　　　   ②15時～16時
募集人員：各回15人（合計30人）先着順
参 加 費：無料
申 込 先：指導販売部（担当：総合販売課）
　　　  　☎221-2273

湿気の多い時期に「ダイアメリットDF」

かわら版 ▲夢未市のイベント
カレンダーは、こちら
をご覧ください。

Yumemiichi
Greencenter

夢未市
厚木市温水255
☎290-0141
9時30分～17時

厚木市及川1161-1
☎241-6150
9時～17時

（精米機は9時～16時30分）

毎月第3水曜日 
（3月・9月は第2水曜日、
8月・12月・1月は除く）
1月1日～4日

7月の休業日：19日（水） 7月の休業日：12日（水）

グリーンセンター

毎月第2水曜日
（1月・5月は除く）
12月31日～1月4日

休業日・営業日時のお知らせ

休業日 休業日

※巡回指導時を除き、JA営農技術
顧問が常駐

（ジェラートコーナーは10時～16時）

事前予約制

新鮮で安全・安心な
農畜産物を食卓へお届けし、
皆さまに食と農の大切さを

お伝えします。

夢未市のおすすめ

グリーンセンターのおすすめ

初心者向け

夢未市の商品棚がリニューアルされ、新商品も続々入荷されています。今回注目するのは「お茶」。体に良い
成分が多く含まれ、それらが相乗的に働くことで健康増進に力を発揮するといわれています。現在、夢未市の商
品棚には約30種類のお茶を取りそろえています。お気に入りのお茶をぜひ探してみてください。

鮎の塩焼きせんべい
市内の老舗煎餅店「三河屋」
で作られる「鮎の塩焼きせ
んべい」は、表がパリッ、中
がサクッとした極上の食感。
6種類の味が楽しめます。

価格：1袋（9枚）540円（税込）

価格：1パック（2個） 500円（税込）

愛甲亀もなか
市内の御菓子司「幸月堂」で
作られる「愛甲亀もなか」は、
2種類の豆を丁寧に合わせ
た餡と、栗を丸ごと1粒ぜい
たくに使った一品です。

今回ご紹介する「ダイアメリットDF」は、独自の作用性を持つ2つの成分の混合により、幅広い糸状菌

に効果を持つ野菜用の殺菌剤です。予防効果と治療効果の両方を持ち、キュウリやトマト、ナスに対す

るうどんこ病やかび病対策などに効果を発揮します。詳しくは店舗にてお気軽にお声掛けください。

価格：200g　 2,308円（税込）

夢未市の選りすぐり！
種類豊富な健康におすすめのお茶

古くから民間薬として
利用され、生薬として
は、十薬と呼ばれて
いる代表的な健康茶
です。香り高いどくだ
み茶をお楽しみくだ
さい。
価格：
45g（1.5g×30p）
619円（税込）

どくだみ茶 丹波種黒豆茶

目薬の木 しいたけ茶

黒大豆の代表的な銘
柄である丹波種黒大
豆を100％使用。黒大
豆独特のほのかな甘
みと香ばしい風味を
お楽しみください。

価格：
90g（3g×30p）
566円（税込）

目薬の木は、世界で
唯一日本だけに自生
しているムクロジ科
カエデ属の落葉樹。
目を酷使している方
や疲れ目が気になる
方におすすめです。
価格：
40g（2g×20p）
566円（税込）

添加物を一切加えず
に、自然の干しシイタ
ケのみを使って製造。
お茶としてはもちろ
ん、料理のだしにも
使うことができます。

価格：
75g（2.5g×30p）
566円（税込）

どの商品を
買おうかな～♪

神奈川県内で生産
される、味と香りが
自慢の「足柄茶」。こ
れからの暑い季節、
水分補給の一品と
しておすすめです。

価格：290g 123円（税込）

【事例 1】 扶養控除の切り替え

Q1  私の家は妻と子ども2人と両親の6人家族で、父にはアパー
ト収入があり毎年確定申告をしています。このたび私の名
義で住宅を購入しましたが、住宅ローン控除を受けると、配
偶者控除や扶養控除を受けなくても所得税が0円となりま
す。この場合、妻や子どもを父の扶養親族として確定申告を
することはできますか？

A1��父と一緒に暮らしているので、事例１の図のように父の扶
養控除に切り替えて確定申告をすることができます。妻や
子どもが「扶養控除」の対象となることで父の所得控除額
が増え、所得税・住民税を節税することができます。

【事例 2】 扶養控除の切り替え

Q2  私の家は妻と長男の３人家族で、私には不動産所得があ
り、妻に収入はありません。長男はサラリーマンなので給与
所得があります。今年はアパートの修繕費が高く、私の所得
が基礎控除額以下となり所得税などが0円となります。この
場合、私と妻を長男の扶養親族として、確定申告をすること
はできますか？

A2��長男と一緒に暮らしているので、事例2の図のように長男
があなたと妻を「扶養親族」とする年末調整または確定申
告をすることができるため、長男の所得税・住民税を節税す
ることができます。

【事例 3】 後期高齢者医療保険料の納付者変更
Q3  私は妻と2人暮らしで、私には不動産所得と農業所得があり

ます。妻の年金から差し引かれている後期高齢者医療保険
料を、私の貯金口座から支払うよう変更した場合、私の社
会保険料として確定申告をすることはできますか？

A3��妻の後期高齢者医療保険料をあなたが支払った場合には、
あなたの社会保険料控除として申告することができます。
後期高齢者医療保険料は基本的には特別徴収により年金
から差し引かれますが、市町村で所定の手続き（特別徴収
から普通徴収への変更）を行うことにより、あなたの貯金口
座から支払うことが可能です。あなたの社会保険料控除額
が増えるので、所得税・住民税を節税することができます。
「介護保険料」については、このような変更はできないた
め、ご注意ください。　

『配偶者控除・扶養控除・
社会保険料控除』の
対象者を工夫して
節税を図ろう！ 猪

いのくま
熊 正

ま さ み
美 税理士

詳しくはJAまでお問い合わせください。

父

父の
扶養

切り替え前 切り替え後

私の
扶養 私

母

妻

子 子

父

父の
扶養

私

母

妻

子 子

私

私の
扶養

切り替え前 切り替え後

長男

妻 私

長男の
扶養

妻

長男
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今回ご紹介するのは、
首の体操です。固まった
首周りの筋肉を動かすこ
とで、凝りをほぐします。
首の凝りは、日常生活に
支障をきたすような症状
の原因にもなります。ぜ
ひ、取り入れてみてくだ
さい。

簡単！
エクササイズ

体を動かして

散歩の
合間に！

毎日元気に！

痛みが出る際は、無理せず
中止しましょう。

首はあまり速く動かさず、どの動きも
ゆっくりと息を吐きながら行います。

（1）首をゆっくりと2～3周回し
ます。無理をせず、ゆっく
り動かしてください。

（1）後ろを振り返るようにゆっ
くりと首を回します。無理
をせずゆっくり動かしてく
ださい。

（2）同じように反対側も2～3
周回します。（1）と（2）を2
～3回繰り返します。

（2）同じように反対側にも振り
返ります。（1）と（2）を繰り
返し2～3回行います。

ポイント

今回は、厚木市の北東部に位置する下依知と金田を巡ります。東西

に相模川と中津川が流れるこの地域では、豊富な水源を生かした水稲

栽培が盛んに行われており、田園は小学生の食農体験の場としても活

用されています。季節によって移り変わるさまざまな景色を堪能し、こ

だわりのコーヒーで一息ついてみてはいかがでしょうか。

季節を彩る
景色を堪能

下依知・金田
依知地区

※営業時間等は変更となる可能性があります

まで約2.4km1 4～

1
フラワーパーク下依知

2依知南ふれあい水田

3
金田神社

南蛮屋ガーデン4

金田老人
憩いの家

建徳寺

金田陸橋

バス停
「金田神社前」

かねだ
チャイルド園

妙純寺

金田

中津川橋中津川

吾妻坂下
バス停
「下依知入口」 セブンイレブン

厚木金田店

JAあつぎ
依知南支店

129

廣徳寺

依知南公民館

468

下依知グラウンド

新相模大橋

圏央道

大
和
厚
木
バ
イ
パ
ス

246

依知南小学校

相模川

下依知

② 依知南ふれあい水田
地域の組合員とJA、近隣の小学校が連携し、米作りを通じた

総合学習や食農教育の場として利用されている水田。6月から
10月にかけて、児童が植えた水稲苗の成長を観察することがで
きるほか、翌年の春には、稲刈り後に児童がまくレンゲソウが見
頃を迎えます。

① フラワーパーク下依知
相模川と圏央道に挟まれた河川敷にあり、河川愛護事業の

一環として地域の人々が管理するフラワーパーク。夏になると
一面にヒマワリが咲き、黄色の花と青空の色合いが美しい季節
ならではの景色が広がります。2月中旬からは、早咲きで濃い
ピンクの花びらが特徴のカワヅサクラも楽しむことができます。

   厚木市下依知668-2   厚木市金田172

   厚木市下依知639付近

④ 南蛮屋ガーデン
1984 年創業のコーヒー専門店。「小さな贅沢を売る村」とし

て、原料や焙煎方法などにこだわったコクのあるコーヒーを提供
しています。敷地内には、コーヒー豆や雑貨などを販売する南
蛮屋「本店」のほか、焼き菓子を取り扱う「焼き菓子工房」、テ
ラスからの景色と食事が楽しめる「Café」を併設。南蛮屋全店
のコーヒー豆を焙煎する焙煎工場もあり、作業の様子を見学す
ることができます。

③ 金田神社
祭神は豊

とよたまひめのみこと

玉姫命で、安産や子育てなどのご利益があるとさ
れています。仁治 2 年 (1241 年 )に鎌倉時代の武将、本間重連
の命によって創建。当初は「船来田明神社」と呼ばれていまし
たが、明治 7 年 (1874 年 )に「金田神社」に改称したと記録が
あります。

　 厚木市下依知1-1-1
     ［本店］11時～18時　　　   ［焼き菓子工房］11時～18時
 　［Café］11時30分～17時  　［焙煎工場］13時～17時
　 　　　（　  16時30分）　
　 046-205-3177（本店）　 　水曜日（祝日を除く）

提供：厚木市観光協会

収穫した稲は、

わらで束ねてかけ干しに！

地域の農家さんから結び方を

教わりました♪

世界各地のコーヒー豆や

紅茶を量り売りで

販売しています♪
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読者の皆さまからいただいたお声をご紹介します。絵手紙や写真の応募も大歓迎です。
たくさんのお便りをお待ちしています。

他にもこんな
お便りをいただきました！

Smile Stationスマイルステーション
みんなの笑顔が集う場所

お便りコー
ナー

JAあつぎの写真コンテスト「未来に伝えたい、厚木・清川の『農』と『食』」にご参加いただいた皆さま、誠にありがとうござ
いました。担当者一同、お寄せいただいた作品の説明やエピソードまでじっくり拝見しております！写真展の開催や受賞
作品については、広報誌・SNS等で随時お知らせいたしますので、ぜひ楽しみにお待ちいただけると幸いです♪（松田）

編集後記

地域・社会貢献活動の一環として、高齢者
世帯の買い物支援を目的に移動販売車
「ゆめみちゃん号」を運行しています。ホー
ムページに巡回スケジュールを掲載してい
ますので、ぜひご利用ください。

厚木トマトなど地場産の農畜産物が大
好きなので、近所で買い求められたら嬉し
いです。移動販売などは行っていないので
しょうか。

（厚木市戸室 I さん）

　直売所に赤シソが出荷されるのを楽しみ
にしています。夏本番に備えてジュースを作
るのが毎年の定番。友達にお裾分けすると
大好評です。

（厚木市三田南 N さん）

赤シソのさっぱりとした味わいは暑い夏に
ぴったりですよね。夢未市やグリーンセン
ターでは7月下旬ごろまで出荷が続きますの
で、ぜひお買い求めください。

　家庭菜園で夏野菜を育てています。昨年
はキュウリがうまく育たなかったので、接ぎ
木苗を買ってリベンジしました。育ちが良く、
うれしい限りです。

　　（厚木市旭町 I さん）

接ぎ木苗は病害虫などに強く、ストレスに
よる収量の減少を抑えることができます。
同じ場所で同じ野菜を作ると発生する「連
作障害」にも強いので、限られた土地で野
菜を育てる家庭菜園におすすめです。

興味を持っていただきありがとうございま
す。これからも、私たちの食を支える農業が
担う役割に理解を深めてもらうため、さま
ざまな取り組みを行っていきます。

　特集の「JAあつぎが実践する『食農教
育』」を興味深く読みました。食の知識だけ
でなく、地域農業や自然との関わりも学ぶこ
とのできる良い取り組みだと感心しました。

（厚木市愛甲西 U さん）

　グリーンセンターで購入したナスやトマ
ト、キュウリの花が咲きました。実ができる
のをとても楽しみにしています。

（厚木市鳶尾 K さん）

　厚木地粉うどんは香りと喉越しが良く、
度々夢未市に買いに行きます。乾麺で日持ち
もするので、いつも多めに買っています。

（厚木市上依知 O さん）

ク ロ ス ワ ー ド
パズルを解いて、キーワードをお答えください。

応募者の中から抽選で5名様に夢未市等で使える
商品券500円分をプレゼント！！

たくさんのお便り
ありがとう
ございます♪

厚木市元町

父：誠
まこと

さん　母：久
く み こ

美子さん

佐
さ と う

藤 謙
け ん た

太くん（5歳）

ニコッと素敵な笑顔を見せてくれた謙太くん。幼稚園では、お友だちと一

緒にブロック遊びをするのが好きと教えてくれました。現在は、七夕発表会

に向けて練習を頑張っています。習い事では、プールに通い、バタ足や潜る

練習などに取り組んでいます。自宅では、トミカや塗り絵、縄跳びで遊ぶほ

か、最近は自転車の練習も行っています。今後は、野球を習いたいと元気よ

く話してくれました。

ご家族は「謙虚でたくましく、心優しい子に成長してほしい」と話しました。

これからもたくさんのことに挑戦して、素敵なお兄さんになってね♪

B

D

E

10

A

5

C

◆ヨコのカギ
��1　七夕伝説のヒロイン
��2　青島幸男氏や石原慎太郎氏が務めました
��3　手のひらや足の裏の反対側
��5　蚊取り線香から立ち上るもの
��6　――を聞いて十を知る
��8　ルーペともいいます
12　兄弟姉妹の息子のこと
13　チョウが花を巡って吸うもの
14　テントを張ったりして野外活動を楽しみます
15　――タオル、――ソープ、ゴッド――
16　一時的に建てるもののこと。――住宅
17　アブラ、クマ、ミンミンといえば
19　地球の衛星です

応
募
方
法

宛
先

問 

題
二重マスの文字をA〜 Eの順に並べてできる言葉
は何でしょうか？

■6月号クロスワードの答え：
「ミズスマシ」

◆タテのカギ
���1�河島英五のヒット曲『酒と泪（なみだ）と――と女』
��4　長針、短針、秒針が付いているものも
��7　元素記号はLi。電池にも使用される金属です
��9　騎手が騎乗時に持つもの
10　手首と肩の間にある関節
11　本に挟みます
13　まだ夜が明けきらない頃のこと
15　種から芽が出ること
16　虫よけのために寝床の周りにつるします
17　定規を当てて引くことも
18　高校球児たちが地方大会で――を
　　�繰り広げています
20　トップ・――・ボトム
21　駅の券売機で買います 答え

A B C D E

※�お寄せいただいた個人情報は、広報事業、賞品発送に利
用するほか、個人を特定できない統計情報とした上で、
マーケティング等に利用させていただきます

ハガキまたはFAX、ホームページにて①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名
④電話番号⑤年齢⑥組合員資格区分「正組合員（家族含む）」「准組合員（家族
含む）」⑦身近な話題やJA・情報誌に関するご意見・ご要望を記載しご応募くだ
さい。
■FAX　046-223-8814
■https://www.ja-atsugi.or.jp/form/greenart/
■締め切り　7月6日（木）

〒243-0004 厚木市水引２-９-２
ＪＡあつぎ総合企画部グリーンアートあつぎクロスワード・お便りコーナー係宛

QRコードを読み取るとホームページの応募
フォームが表示されます。

代表　難
な ん ば

波 千
ち か こ

賀子さん

荻野手芸部

手芸の楽しさを　
仲間と共有

荻野支所の講習会で講師を担当し、女性部員や地域住民と
の交流を深めています。昨年は、「親子ぞうきん作り講習会」を
開き、夏休み明けの学校で使う雑巾を、地域の子どもたちと一
緒に作りました。初めてミシンを使う子が多く、完成後の達成
感あふれる笑顔が今でも印象に残っています。

これまでの活動を教えてください。Q2

愛情込めて作った作品を活用してもらえることが、活動の励
みになっています。今後は、作品展示などを通じて活動をPR
するとともに、手芸の楽しさを共有できる新たな仲間づくりに
もつなげていきたいです。

今後の目標を教えてください。Q3

2022年に手芸が好きな仲間と結成し、現在は4人で活動し
ています。月1回の定例会では、家庭雑誌「家の光」や互いのア
イデアを参考に、バッグなどの服飾雑貨をはじめ、小物、季節
の装飾品といった多種多様な作品を作っています。

荻野手芸部について教えてください。Q1

謙太です！
好きな食べ物は
「あんこ」です♪

自転車の
練習頑張ってます！
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information　インフォメーション

毎週日曜日 9時～9時30分
 （再放送）毎週月曜日　10時～10時30分

JAグループ神奈川がお送りする新鮮情報番組

7月  2日
（再放送）3日

7月  9日
（再放送）10日★

伊勢原とことん一本気！

愛川・夏やさい物語

旬菜が届くまで
～祝！放送800回～

教えます！
夏バテ予防あれこれ

7月16日
（再放送）17日★
7月23日
（再放送）24日★
7月30日
（再放送）31日

綾瀬の旬♡
ほっこり彩り野菜 ＪＡさがみ

ＪＡ県央愛川

ＪＡ神奈川つくい
協力：ＪＡ全農かながわ

ＪＡグループ神奈川
協力：ＪＡ横浜・三浦市農協

ＪＡ湘南

日　時：平日 8時30分～17時
相談員：厚木市都市農業支援
　　　　センター職員
　　　：厚木市都市農業支援
　　　　センター
　　　　☎221-5511

日　時：平日 9時～17時
相談員：福祉課職員
　　　：組織文化部
　　　   （担当：福祉課）
　　　　☎225-7716

農業に関する相談

介護相談

理事会だより JAあつぎの概要（令和5年4月末日現在）各種相談受付（要予約）

お問い
合わせ

お問い
合わせ

日　時：平日 8時30分～17時
相談員：査定課職員および
　　　　全共連職員
　　　：共済部（担当：査定課）
　　　　☎221-2866

交通事故受付

お問い
合わせ

日　時：第2・４土曜日 10時～15時
　　　　　※場所は本所相談室302
相談員：専任相談員
　　　：総務部（担当：庶務課）
　　　　☎221-1666

結婚相談

お問い
合わせ

主な業務

ＪＡあつぎ本所クッキングスタジオ
「ＤａｉｄｏＣｏひなた」講習会のご案内
ＪＡあつぎ本所クッキングスタジオ
「ＤａｉｄｏＣｏひなた」講習会のご案内

お問い合わせ　組織文化部
　　　　　　  （担当：生活ふれあい課） 
　　　　　　　☎２２１-６８８１

お問い合わせ　経済部（担当：購買課）☎221-0454
　　　　　　　リスク管理部（担当：コンプライアンス課）
　　　　　　　☎221-7292

① レッツ腸活！発酵調味料講習会
日　　時　①８月１７日（木） １０時～１２時
　　　　　②８月１８日（金） １０時～１２時
参 加 費　組合員・組合員家族８００円（税込）・一般１,１００円（税込）
定　　員　各回先着１６人
② 親子で作ろう！夏野菜のピザ講習会
日　　時　８月２３日（水） ①１０時～１２時
　　　　　　　　　　　②１３時３０分～１５時３０分
参 加 費　組合員・組合員家族８００円（税込）・一般１,0００円（税込）
定　　員　各回先着１２組（1組３人まで）

申込受付　６月２８日（水）　8時30分より

詳しくはJAあつぎ
ホームページをご
確認ください。

第13回JAあつぎソフトボール教室
参加者募集
第13回JAあつぎソフトボール教室
参加者募集

水稲追肥時期現地検討会のご案内水稲追肥時期現地検討会のご案内
良質・良食味の米を生産するためには出穂前後の管理が重要

です。また、猛暑や低温、集中豪雨などの異常気象にも注意が必
要です。高温障害などを回避・軽減する技術を学ぶ水稲追肥時期
現地検討会を各地区で開催しますので、皆さまお誘い合わせの
上、お気軽にご参加ください。

JA職員や提携業者をかたるシロアリ
防除業者に関する注意喚起について
JA職員や提携業者をかたるシロアリ
防除業者に関する注意喚起について
JAあつぎ管内において、シロアリ防除のJA指定業者（株式会

社アサンテ）の提携業者をかたる会社から勧誘の電話がかかっ
てくるケースが発生しております。
JAあつぎにおけるシロアリ防除工事は「株式会社アサンテ」

に委託しており、その他の会社や提携業者による勧誘・施工は
実施しておりません。
また、JA職員をかたるシロアリ防除業者(スーツ姿)が組合員
宅を訪問する事例も報告されておりますが、株式会社アサンテ
では、グリーンの作業服を着用す
るほか、当JAが発行した顔写真
入りの名札の携帯提示を義務付
けております。
もし、不審な電話や訪問があり

ましたら、ご注意いただくととも
に、下記お問い合わせ先までご連
絡くださいますようお願いいたし
ます。

お問い合わせ　指導販売部（担当：営農指導課）
　　　　　　　☎221-2273

日　　時　8月24日（木）　9時30分～11時30分
　　　　　　※雨天の場合は中止　※受付は8時45分から（開場9時）
開催概要　実践的な指導および高度なレベルのプレーに
　　　　　触れ、交流を図りながら技術を修得し、レベルアッ
　　　　　プにつなげます。
参加対象　厚木市・清川村の小学3～6年生
参加人数　100人程度
参 加 費　無料
講　　師　県立厚木商業高校女子ソフトボール部（監督・選手）
申込方法　各支所店窓口・本所（総合企画部）にて所定の申込
　　　　　書をご記入の上、お
　　　　　 申し込みください。
申込締切   8月14日（月）
　　　　　　※定員に達し次第終了
　　　　　　　となります

お問い合わせ　厚農商事株式会社
　　　　　　　☎224-1555

厚農商事株式会社からのお知らせ厚農商事株式会社からのお知らせ

JAマイホーム・アパート建築キャンペーン

JAの展示場見学サポートのご案内

土地利用相談
土地建物売買仲介
マイホーム・アパート建築斡旋

テナント賃貸仲介
アパート・駐車場賃貸仲介
リフォーム斡旋　ほか

マイホーム・アパートの建築キャンペーンを実施します。期間中の
ご依頼でカタログギフトをプレゼント。この機会にぜひご検討くだ
さい。

皆さまの住まいづくりをお手伝いするため、無料で展示場見学の
サポートを行っています。ニーズに合った提案や各種相談にも対
応しておりますので、ぜひご活用ください。※要予約

厚木住宅公園（厚木市妻田西1-9-28）
tvkハウジングプラザ湘南平塚（平塚市田村5-19-3）

★マークの再放送時間は高校野球中継に伴い９時３０分～１０時に変更となります。

厚農商事株式会社では、組合員・利
用者の皆さまが、安心して資産を次世
代に継承できるような良きアドバイ
ザー、また地域密着型の不動産業者と
して業務に取り組んでおります。

実施期間　6月19日(月)～8月31日(木)
内　　容　期間中に、対象メーカーを利用したマイホームまたは
　　　　　アパートの建築をご依頼いただいた方に、カタログギ
　　　　　フト(5万円相当)を進呈　※諸条件あり
申込方法　お近くの支所店または厚農商事株式会社までお問
　　　　　い合わせください

申込方法　電話・ホームページ・FAXにて
　　　　　随時受付中

詳しくは厚農
商事（株）ホーム
ページをご確
認ください。

〈対象の展示場〉

〈見学までの流れ〉

お問い合わせ　各支所店または総合企画部（担当：企画課）
　　　　　　　☎221-1512

地区名 開催日 開催時間 開催場所

依　知 7月  6日(木)

荻　野 7月11日(火)

睦　合 7月  6日(木)

小　鮎 7月12日(水)

玉　川 7月  5日(水)

南毛利 7月13日(木)

相　川 7月  1日(土)

※清川地区は個別巡回を行います

金 田 耕 地

長 坂 耕 地

山 際 耕 地

下荻野耕地

下川入耕地

三 田 耕 地

及 川 耕 地

飯 山 耕 地

玉川支所前

上愛甲耕地

赤羽根耕地

下戸田耕地

上落合耕地

10時

13時

15時

10時

10時

13時

15時

10時

10時

10時

13時30分

10時

13時30分

下記のいずれか
により申し込み

受付担当より
確認の連絡

予約の
確定

約束の日時・
場所にてご案内

申し込み 受付予約 予約完了 ご案内

神奈川県知事免許（14）第7027号

厚農商事株式会社

組合員数 18,446人
　　　　　正組合員 　4,234人
　　　　　准組合員 14,212人
職員数（正職員） 365人
貯金 375,125百万円
貸出金 95,323百万円
共済保有高 599,024百万円
購買取扱高 557百万円
販売取扱高 198百万円
出資金 2,396百万円

令和5年5月26日・27日に行われた理事会に上程された主な議案は、以下の通りです。
(26日) ・令和4年度情報開示(ディスクロージャー)について
 ・令和5年度会計監査人の報酬等の決定について
 ・参与の選出について
 ・決算期監査意見書に対する回答書について
 ・固定資産の取得について(灯油ローリー車両更新)
 ・4月末事業実績について
 ・令和5年度第2四半期の余裕金運用方針について
 ・ 夢未市・グリーンセンター出荷者意見交換会ならびに出荷者大会の開催

について
(27日) ・役付理事および理事の順位・理事の担当業務の決定について
 ・行政庁に提出する業務報告書の決定について

夜間受付電話（17時～翌日8時30分）は、
「JAあつぎ夜間コールセンター」が対応いたします。

☎046-221-1800（直通）

JAあつぎ
グリーンホール

・２４時間病院等へのお迎えと霊安室でのお預かりも承ります
・霊安室にお預かりして、ホールで納棺できます

時間電話
対　　応

24
大切な方のお別れを、
心をこめてお手伝いします。
大切な方のお別れを、
心をこめてお手伝いします。

小規模葬（家族葬）を執り行えます
JAあつぎグリーンホールJAあつぎグリーンホールでも

JAあつぎでは、式場をコンパクトに設営す
ることで、小規模葬（家族葬）にも対応してい
ます。
組合員・利用者の皆さまのご希望に沿って

ご案内いたしますので、お気軽にご相談くだ
さい。

23 22
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ナスとトマトのペンネアラビアータ

①ナスは輪切り、トマトは小さめの角切り、ニンニクはみじん切りにする。
赤トウガラシは種を除いておく。ペンネはゆでて湯切りをする。
②フライパンにオリーブオイル、赤トウガラシ、ニンニクを入れて弱火で熱
し、香りが立つまで炒める。
③②にナス、トマトを加えて炒め、火が通ったらケチャップと塩、粗びき
黒コショウを加えて味を調える。
④火を止め、ペンネを入れてあえる。お好みで粉チーズやパセリをかけた
ら完成。

2019年の就農当初から、毎年ナスを生産しています。現在栽培
しているのは、ヘタにとげがなく、柔らかい果皮が特徴の「とげな
し千両二号」です。
栽培では、堆肥を使った栄養豊富な土作りをはじめ、小まめ

に圃場巡回を行うことで生育状況の把握に努めています。消費
者に安全・安心で新鮮な野菜を届けるため、栽培期間中は農薬
を使わずに生産。夢未市には当日の朝に収穫したものを出荷し
ています。
ナスは、炒め物や煮物、漬物など、幅広い料理で活躍する万能
野菜。肉類との相性も良く、主菜・副菜どちらにもおすすめです。

ナスの紫色は、ポリフェノールの一種であるアントシアニン
によるもので、高い抗酸化作用や眼精疲労の緩和が期待で
きます。ぜひ地場産のナスを皮ごと味わってみてください。

今月のレシピ

材料（2人分） 作り方

7月のおすすめ「ナス」
旬の農産物情報旬の農産物情報

大野 俊治さん
（南毛利地区）

おおの　 としはる

私が生産する
ナスは夢未市で
販売しています！

ペンネ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・160ｇ
ナス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1本
トマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
赤トウガラシ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1本
ニンニク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1片
オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
ケチャップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ4
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
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